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実は…

３３月議会月議会ってって

トクベツトクベツなんです！なんです！
　「１年間の市政が決まる」という意味では、年４回
行われる定例会の中で最も重要といえる３月定例会。
　市長は施政方針を、教育長は教育方針を表明します。

　また、３月定例会の注目は何といっても新年度予算！！
　予算を可決しなければ、新年度の事業が進められません。
　議会では新年度予算案について慎重に審議しました。

　それでは、３月定例会のトクベツな点を詳しくご紹介します。

会派代表が質す

施政方針や市の

課題への疑問

年に１度の会派代表質問

　　　　登壇し 市政を質
ただ

します。

　会派の代表が登壇し市長や教育長へ質問を投げかける、
60 分１本勝負です（答弁を含む）。
　一般質問には、個人で行うものと会派を代表して行うも
のがあります。会派代表質問は３月定例会のみ行われてい
ます。質問内容は P11 ～ P16 に掲載。

会派代表質問会派代表質問

ネット中継

　　子どもを産み育てる
　  喜びあふれる丹波市
　　切れ目のない支援により、
　　安心して子育てできる環境の整備

　・妊産婦応援タクシー利用助成事業
　・医療的ケア児保育支援事業補助金
　・子供広場を有する山南中央公園機
　　能移転整備事業
　・ふるさと就職奨励金
　・ハッピーバース手当
　・若者定住奨励金
　・Ｕ・Ｉターン者等福祉人材支援
　　補助金

創生会・日本共産党議員団・公明党

新風クラブ・丹新会・ニュートラル
６会派

　　   市民が暮らしやすい丹波市
　　丹波市ならではのグリーン成長に
　　向けた環境負荷低減の推進

　・ごみ分別パンフレットの作成
　・生ごみ処理容器購入補助事業
　・剪定枝・刈草の資源化

　  子育て世代・現役世代が
　  魅力的に感じる丹波市
　　デジタル技術を活用した便利で
　　快適な暮らしと新しい価値の創造

　・住民票などのコンビニ交付手数料
　　の引き下げ

　　 帰ってこいよ・帰ってきたい
　   と声かけ合える丹波市
　　移住・定住促進と関係人口による
　　新しい好循環の創出

　・地域おこし協力隊を活用した大学の
　　フィールドワーク活性化
　・お試し移住支援事業補助金
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予算審議・審査予算審議・審査
新年度新年度

教育方針
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371
令和４年度一般会計予算

前年度比 25 億円増

億円

266
８つの特別会計及び公営企業会計

前年度比 1 億円減

億円

丹波市予算

ガイドはこちら

可決
令和４年

度予算

　
市
か
ら
提
案
さ
れ
た
予
算
案

に
つ
い
て
、
予
算
決
算
常
任
委

員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。
議
長

を
除
く
全
議
員
で
予
算
を
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
で
質
疑
し
、
最
終

日
に
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

一般会計予算の推移

371388
25億
円増

　H30　R1　R2　R3　R4
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336 346
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「ギインの視点」「ギインの視点」
新年度予算を新年度予算を

ピックアップ！ピックアップ！

でで

コロナ禍で多忙を極める
Ｕ・ Ｉターン推進事業は
今のままで大丈夫？

丹波市の移住相談件数も多くなって
いる。今後、更なる相談や業務の拡

充を迅速に行うためにも、現状の運営委託
料だけでなく、成果報酬の考え方も取り入
れることは考えられないか。

令和３年度は既に 4,000 件を超える
相談に、週６日３名体制であたって

います。業務委託が令和４年度までの３年
間となっており、現時点では成果報酬の導
入や体制強化の実現は難しいところです。
しかし、デジタルコンテンツを活用したオ
ンラインでの対応により移住相談の事務の
効率化を図ってまいります。

問

答

「丹波市空き家利活
用促進事業補助金」

の活用には、自治会との
マッチングが完了していることが要件にあ
る。しかし「移充テラス」が多忙すぎてか
マッチングの日程調整にかなりの時間を要
している案件があり、待たされている間に
他市の物件に移住を決めてしまうケースも
あると聞いている。
　そこで、例えばマッチングの必須メン
バーから「移充テラス」を外し、「移充テ
ラス」の業務軽減並びに移住希望者のス
ムーズな移住を実現するなど、構造的な見
直しをすべきではないか。

現在のマッチングは移充テラス・市・
移住希望者・自治会・不動産業者の

５者となっており、日程調整には自治会の
方の都合もお聞きして調整しますので、一
定の時間がかかる案件も発生しています。
今後は移住相談から移住されるまでスムー
ズに進むよう実態を把握しながら検討して
いきます。

問

答

この予算は大気汚染防止法
改正に対応できていますか？

市が予算で挙げている事業計画は、
この法律改正を反映した予算額と事

業期間になっているか。

現時点で全ての解体工事について、
法律改正を反映した予算額となって

いるかについての確認はできておりません。

問

答　大気汚染防止法が改正され、

令和４年４月１日からいよいよ

石綿（アスベスト）含有調査

の事前報告が義務化されます。

対象は解体・補修工事の ① 床

面積合計 80 ㎡以上、② 金額

100 万円以上（税込・調査費

除く）のいずれかに該当する場

合です。

健康被害・環境問題にならないよう
に対応できるか。

従来よりアスベスト処理などについ
て適切に対応しておりますが、今後

も引き続き、設計審査などを通じて適切に
確認してまいります。

問
答

事業者からの剪
せ ん て い し

定枝・
刈草の資源化開始

　これまで燃やすごみとして扱っていた事

業者から排出される剪定枝は、令和 4 年度

から青垣リサイクルセンターにてチップ化

されることになりました。

青垣リサイクルセンターで剪定枝の
受け入れが始まると、事業者は丹波

市クリーンセンターには持ち込めないの
か。

事業者分は全て青垣リサイクルセン
ターで受け入れるため、今後剪定枝

は丹波市クリーンセンターに搬入できなく
なります。なお、根部分はチッパーの刃を
傷めるため、持ち込みはできません。

問

答

山南地域で排出される剪定枝は、丹
波篠山市清掃センターと青垣リサイ

クルセンターのどちらに搬入すればよいの
か。

事業者が排出する剪定枝であれば青
垣リサイクルセンターへ、個人で排

出する剪定枝であれば丹波篠山市清掃セン
ターに搬入してください。

問

答

剪定枝・刈草を資源化する目的は。

山南地域の燃やすごみを丹波市で処
理する令和９年度までに、燃やすご

みの総量を 2,000 トン減らすための一つの
手段と資源の有効利用です。

問
答

子どもを産み育てる若者の
定住奨励金対象者が 30 歳
未満？正規雇用？

30 歳以上でも出産される女性が多い
中、対象者を 18 歳以上 30 歳未満に

限定した理由は。

出産時の母の年齢が 25 歳から 29 歳
までの丹波市での出生数が過去 15年

間で半数以下となっているので、丹波市内
での出会い・結婚・出産・出生率の向上に
つなげたいからです。

問

答

市内転入者の要件は。

令和４年４月１日以降、丹波市内に
転入された方です。住民基本台帳の

異動がない方は対象外となります。

問
答

事業所に正規雇用されていることが
給付条件にある。しかし実際は丹波

市に移住した若者の話を聞くと、１社に正
規雇用で依存するのではなく、複数の職場
を掛け持ちして働き、自分らしい生き方を
模索している人が多い。政策立案にあたっ
てターゲットとなる若者移住者の声を直接
聞いたのか。

いいえ、若者からの話は聞いていま
せん。しかし若者を採用したいとい

う企業側の話を聞き、私たちが帰ってきて
ほしい年代と合致するため、事業所への正
規雇用を条件に入れました。

問

答

青垣リサイクルセンター

この施策は若者定住奨励であり、事
業所向けの施策は別で行うべきだ。

ターゲットである若者の声を聞かないから
整合性がとれず、ちぐはぐな施策になって
しまっている。政策立案にあたってター
ゲットの声を聞けないのか。

今後の子育て検討会議ではそのよう
なことも踏まえて検討します。

問

答

　子どもを産み育てる若者の数を増やす目

的で新たに導入される「若者定住奨励金」

の対象年齢が 30 歳未満であること、また

雇用形態が「正規雇用」に限定されている

ことなどを問題視しました。

　コロナ禍で全国的に地方への移住希望者

が増え、丹波市の移住相談窓口「たんば“移

充”テラス」（以下「移充テラス」）も多忙

を極めています。委託業務の契約形態の見

直しや効率化など、構造的な見直しを求め

る質疑がありました。
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旧山南中央公園テニスコート
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「支所と住民センターの併設が望まし
い」とした市の方針と、整合性が取

れていないのではないか。

地域によって周辺環境は違いますし、
地域要望のあり方もさまざまです。

　他地域同様、住民センターと支所の併設
は望ましいと考えますが、複合化、延床面
積の縮減、生活関連サービス集積ゾーン内
での配置などについては、市の計画に沿っ
ていると判断します。

問

答

地元との協議や合意はできているの
か。

現敷地内に複合施設を整備すること
での合意はできています。地元要望

の社会福祉協議会の事務所を複合施設に入
れることは、実現できないという説明をし
ており、一定のご理解はいただいています
が、完全な合意には至っていないと認識し
ています。

問
答

市島複合施設はどうなる？
　老朽化が進む市島支所及び市島農村環境改

善センターを解体し、同一敷地内に、現在よ

り規模を縮小した支所・体育館機能を持つ複

合施設が整備されます。議会では、地元ニー

ズを優先するあまり、他地域との整合性が取

れなくなっているのではないかと議論が起こ

りました。
市島支所（左）と市島農村環境
改善センター（右）

教育長方針にある「通学路の安全対策」はどうやって？

通学路の安全対策に必要な予算は。

教育費としては予算
の計上はありません

が、警察・県土木・市など
の関係機関が協議を行い、
対策を進めているところで
す。

問
答

　令和４年度教育長方針の中に「通学路の危険箇所を早急に検証し、対策を講じる」と

ありましたが、予算書には具現化された事業がありませんでした。

これまで地元・学校・ＰＴＡなどか
ら危険箇所に対して要望など上がっ

ているが、まずはそれを実現するための予
算を上げる必要があるのではないか。その
うえで、新たに安全対策に必要な予算を上
げるべきではないか。

ロードミラーや白線を引く予算は、
上げています。その他危険箇所に対

する対策は今後進めていく予定です。

問

答

ピック　 　アップピック　 　アップ！！

３月　　定例会３月　　定例会
新年度　　　　予算を

３月で「鹿加工組合丹波」が解散。
新年度の新体制は大丈夫！？

なぜ「鹿加工組合丹波」は解散に至っ
たのか。市の指導は適切だったのか。

市としては、法人化に向けての組織
改編案を提示してきましたが、合意

には至りませんでした。そこで今年１月、
組織の構成員である３者の役割は維持した
上で、同組合の事業を「（株）丹波姫もみじ」
に継承する案を示したところ、合意に至り
ました。３月１日には市長立ち会いのもと、
３者が同組合の解散と事業継承についての
合意書に調印しました。
　市としては、市長・副市長を先頭に関係
部としてできる限りの努力をしてきました。

問
答

「鹿加工組合丹波」の施設は、
平成 25 年度に国の補助金を使い

建設したものだが、国との手続きはどうな
るのか。

国などの補助金 2,600 万円を活用さ
れておりますので、国の事業者変更

の承認が必要です。現在、国・県と協議し
ており、１事業者への事業継承は問題がな
いとの回答をいただいています。正式な手
続きには２ヶ月程度必要と考えています。

問

答

　市から年間 600 ～ 700 万円が補助されている「鹿加工組合丹波」
カイ

　　　セツ　　では、

運営をめぐるトラブルや同組合が法人化されていないことが大きな課題であ

り、市議会は市が指導して課題解決を目指すように要請してきました。その

結果、同組合は３月で解散し、新年度からは新体制で事業を運営することに

なりましたが、市としてその手続きが適正であったかの議論が起こりました。

令和４年度は委託料約 700 万円が計
上されているが、その積算根拠は。

　また、国への手続き期間の２ヶ月はどう
対処するのか。

委託料は有害期に捕獲された個体の
解体と残渣処分にかかる費用ですが、

委託業者を審査する前なので、積算根拠に
ついては報告を控えさせていただきます。
　なお、国への手続き期間の２ヶ月間（４、
５月）は、鹿を猪名川町の動物霊園へ搬入す
る予定です。委託料約 700 万円のうち、動
物霊園への処理委託料は約 180 万円です。

問

答

新「山南中央公園（仮称）」テニスコートは
将来的に増やせる設計に

子どもたちが遊べる屋内外施設と温
浴施設が併設されているテニスコー

トは、県内で見ても希少であり、市内外か
らの集客力を持つことが考えられる。当面
は機能移転の観点から２面の建設で進める
としても、将来的にテニスコートを４面、
５面と拡張できるデザインにして設計を進
めるべきでは。

　薬草薬樹公園を一体的に活用する新山南中央公園（仮称）は、

旧山南中央公園の機能移転を基本として計画されており、テニス

コートは旧公園にあった数と同じ２面が設置される予定です。

　　　当施設は運動、健康、休養、体験、
　　　さらに子育て支援の機能を含めた複
合の運動公園となり、市内外からこれまで
以上の利用者増が期待できます。新たな利
便性による需要の高まりに加え、地元から
も４面設置の要望を受けていますが、市内
需要や再編状況を踏まえ、検討すべきと考
えています。

答問

カイ

　　　セツ　　「鹿加工組合丹波」とは…

　丹波市では有害鳥獣として捕獲した鹿の多く

を山林で処分していたため、環境衛生面に問題

がありました。そこで廃棄されていた地域資源

を積極的に活用すべく、「兵庫県猟友会丹波支

部」の他、鹿肉加工販売業者「（株）丹波姫も

みじ」、ドッグフード製造会社「（株）EG サイ

クル」との 3 者で、鹿を解体処理する「鹿加工

組合丹波」が平成 25 年に設立されました。

　年間 1,000 頭以上の処理能力を活かして、

鹿肉を食用、その他ペットフードなどの加工品

として販売されています。

DOCUMENT
ドキュメントドキュメント

３月議会
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３
月
議
会
っ
て

ト
ク
ベ
ツ
！

３
月
議
会
っ
て

ト
ク
ベ
ツ
！

３
月
議
会
っ
て

ト
ク
ベ
ツ
！

ギ
ロ
ン
の
論
点

議
会
ワ
ー
ド

審
議
結
果

一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

一
般
質
問

お
知
ら
せ

市
民
と
の

意
見
交
換
会

１月臨時会
３月定例会

　令和３年６月 22 日に落札された旧上小倉物品
庫を含む土地の公売について総務文教常任員会
で調査を行ってきました。
　疑問とされた調査対象は、
　・公売の申込開始日と建物賃貸借契約が同日
　　開始になっているのはなぜか。
　・最低売却価格の設定金額は適正だったのか。
　・公売手続きの公平性は保たれていたのか。
　これまで地方自治法 98 条検査権で調査を進め
てきましたが、これらの疑問が明らかにできず、

１００条調査に切り替えてに切り替えて

旧柏原支所の今後は！？

旧柏原支所

論点！
ココがギロンの

日赤病院跡地や柏原駅南の県取得地など全
体的な計画や構想を作る中で、市の考えを

示す必要があるのではないか。

エリアマネジメントの視点は大切です。
しかし、今回は建物についての提案書に基

づいて内部検討をしていく予定です。

問

答

市が積極的に管理運用できる行政財産
に戻すことなど検討できないか。

多くの公金を投入しないで管理する普通財
産 として、分野横断的に検討していき

ます。

問
答

休養施設「 やすら樹 」を
廃止する条例
　長年、市民から親しまれてきた市立休養施設

「やすら樹」を廃止して、市の行政財産から普通

財産にします。築２５年以上が経過し、コロナ

禍もあり利用者が大きく減少しており、経営が

困難になったため廃止するものです。

地元への説明は十分なされたのか。

地元自治会・自治協議会などへ廃止の説明
をして、理解を得ています。今後は市が管

理し、敷地内の草刈りも市が行います。

問
答

今後の施設利活用を市はどう考えているの
か。

サウンディング調査
カイ

　　　セツ　　を行い、４社が現
地見学し、３社から施設利用の提案があり

ましたが、いずれも収支見通しは厳しいという
意見でした。地元での活用の意見も求めていま
したが、活用案は出ていません。

問
答

氷上総合グラウンドとセットにして利活用
できないか。

サウンディング調査で氷上総合グラウンド
のセット利用も投げかけましたが、提案は

ありませんでした。

問
答

証人喚問が行える
など、より強い調査
権を持つ権限（100 条）の付与が１月の臨時会で
可決されました。
　100 条調査権は、議会の持つ調査権としては最
も強い権限なので「まずは、議会から監査請求
を行い、その結果を待ってから慎重に判断すべ
きでは？」と議論がありましたが、委員会では
全会一致、本会議では賛成多数で権限を付与す
ることが可決となりました。

カイ

　　　セツ　　

サウンディング調査：公募により民間事業者から広く意見や提
案を求め、有効活用策や市場性の有無を把握するための調査

　令和２年４月、旧柏原支所は柏原住民センター

に支所機能が移転されたことで、行政窓口機能

としては85年の歴史に幕を閉じました。その後、

まちの灯を絶やさないように地元住民によって

管理されてきました。この度、丹波市役所旧柏

原支所活用協議会からこの建物の活用方法につ

いての提案書が提出されました。その主旨は、「日

本中の『地域』が抱える問題解決のための『知』

の集積・発信拠点とすることで地域に人の流れ

を取り戻す」というものです。

市立休養施設
「やすら樹」

カイ

　　　セツ　　

行政財産：行政上の用途・目的のために使用されるもの。
　　　　　売買・貸付などの処分ができないもの。
普通財産：行政上の用途・目的はなく、行政が持ってはいる
　　　　　が、売買・貸付など処分ができるもの。

カイ

　　　セツ　　

カイ

　　　セツ　　

  予算決算常任委員会で出た
審査の  主  な  意  見

教えて！

議会ワード
 № 10

公
の
施
設
を
廃
止
す

る
手
続
き
っ
て
ど
う

す
る
の
？

　

今
回
の
３
月
定
例
会
に
お

い
て
「
公
の
施
設
の
設
置
、

管
理
及
び
廃
止
」
に
該
当
す

る
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
決
す
る
際
、
通
常
の
議

決
は
議
会
の
出
席
議
員
の
過

半
数
の
賛
成
を
必
要
と
し
ま

す
が
、
今
回
の
よ
う
に
公
の

施
設
を
廃
止
す
る
場
合
は
３

分
の
２
以
上
の
賛
成
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
法
的
な
根
拠
は
、
地

方
自
治
法
第
２
４
４
条
の
２

に
お
い
て
、

「
普
通
地
方
公
共
団
体
は
、
条

例
で
定
め
る
重
要
な
公
の
施

設
の
う
ち
条
例
で
定
め
る
特

に
重
要
な
も
の
に
つ
い
て
、

こ
れ
を
廃
止
し
、
又
は
条
例

で
定
め
る
長
期
か
つ
独
占
的

な
利
用
を
さ
せ
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
議
会
に
お
い
て
出

席
議
員
の
３
分
の
２
以
上
の

者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
」

と
あ
り
ま
す
。

採決は起立による表決

今回の３月定例会で該当する議案は

下記のとおりです。

① 市立休養施設条例の廃止

② 市立青垣歴史民俗資料館の廃止

１  総務費
　市島複合施設の整備については、丹波市
まちづくりビジョンにある複合化のイメー
ジに沿った、住民が利用しやすい施設とさ
れたい。

２  民生費
　若者定住奨励金については、子育て世代
の移住やＵ・Ｉターンを促進する面からも、
ターゲットとなる年齢層のニーズ調査を実
施し、対象者の拡充や条件の緩和を検討さ
れたい。

３  農林水産業費
　有害鳥獣防除の観点から、鹿の捕獲、加
工、販売、処分のサイクルが市内で円滑に
進む体制を早急に確立されたい。また、事
業執行体制の諸問題の解決を図ったうえで、
慎重に事業推進し、業務委託の内容などに
ついては、適時、議会に報告されたい。

４  通学路の安全対策
　従来から通学路の危険箇所については、
各所から要望が上がっている。その上で、
教育方針に基づく安全対策を強化・実施す
るためには、部署間の連携を取り、確実か
つ早急に事務執行されたい。

令和４年度

一般会計予算

　予算執行するにあたっては、下記の意見を

十分勘案するよう市当局に申し出ました。
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コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

大
西
ひ
ろ
美

西
脇
秀
隆

須
原
弥
生

太
田
一
誠

谷
水
雄
一

奥
村
正
行

渡
辺
秀
幸

山
名
隆
衛

太
田
喜
一
郎

広
田
ま
ゆ
み

小
橋
昭
彦

足
立
嘉
正

西
本
嘉
宏

前
川
進
介

小
川
庄
策

吉
積
毅

ココココが聞きたい！代表質問・一般質問

テーマは自由

質問する内容は、議案

とは関係なく議員が自

由に決め、「通告書」に

書いて締切日までに提

出します。

制限時間は60分

一人あたりの制限時間

は、市からの答弁も含

め 60 分です。

ホームページに
質問項目を掲載

質問項目は、事前にホー

ムページに掲載。また、

傍聴者には、質問要旨

をお渡ししています。

一般質問の様子（ライブ中継・録画映像）は市議会ホームページからみることができます。

［検索ワード］丹波市議会インターネット中継

一般質問は、議員が自分なりの問題意識を市政に投げかけ、市の見解を直接求めるこ

とができる唯一の機会です。私たちの生活にかかわることについて質問や提言を行い

ました。会派代表質問は３月定例会のみ行われます。（P２参照）

大
おおにし

西ひろ美
み

  議員

今回は
6 会派の代表質問と
10 人の一般質問が

行われました！

�

高
校
生
ま
で
の
拡
充

を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

市
の
子
育
て
支

援
策
と
し
て
は
、

経
済
的
支
援
、
物
的

支
援
、
人
的
支
援
な

ど
様
々
な
支
援
方
策

が
あ
る
中
で
、
必
要

な
支
援
を
総
合
的
に

何
を
優
先
す
べ
き
か

な
ど
、
引
き
続
き
研

究
を
続
け
て
ま
い
り

ま
す
。

学
校
に
ス
ク
ー
ル
ロ

イ
ヤ
ー

の
配
置

を
！

学
校
に
ス
ク
ー

ル
ロ
イ
ヤ
ー
の

配
置
に
よ
り
相
談
で

き
る
体
制
が
必
要
で

は
な
い
か
。

現
在
は
、
市
・
県

に
よ
る
法
律
相

談
事
業
を
活
用
し
て

お
り
ま
す
。
将
来
的

に
は
配
置
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
署
名
を

集
め
、
市
民
よ
り
請

願
が
出
さ
れ
、
市
民
の
関

心
も
大
き
い
地
産
地
消
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
取
組
を

考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

地
産
地
消
の
取
組

は
、
生
産
者
や
生

産
組
合
の
協
力
を
得
な
が

ら
丹
波
地
域
の
状
況
に
応

じ
た
継
続
的
な
取
組
が
で

き
る
よ
う
、
そ
の
具
体
的

な
取
組
に
つ
い
て
協
議

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
に
つ

い
て
は
、
取
組
に
ま
だ
ま

だ
課
題
が
多
く
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
が
、
学
校

給
食
に
お
け
る
食
の
安
全

性
を
重
視
し
、
協
議
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
ど
も
の
医
療
費
、
高

校
生
ま
で
無
償
化
を
！

こ
ど
も
医
療
費
の

所
得
制
限
撤
廃
と

答 問

地
産
地
消
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

給
食
の
実
現
を
！

答

丹
波
地
域
の
状
況
に
応
じ

た
具
体
的
な
取
組
に
つ
い

て
協
議
を
進
め
ま
す
。

問

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

者
、
人
・
農
地
プ
ラ

ン
の
中
心
的
企
業
体

な
ど
へ
支
援
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
小
規

模
農
家
の
方
に
は
事

業
対
象
に
な
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
は
十

分
な
対
応
が
で
き
て

い
る
か
。

子
ど
も
た
ち
へ

の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

広
が
っ
て
い
る
。
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

や
子
ど
も
へ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
急
ぐ

べ
き
で
は
な
い
か
。

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
に

つ
い
て
は
優
先
的
に
早

く
接
種
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
子
ど
も
へ
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
は
、
集
団
接

種
と
個
別
接
種
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。

稲
作
の
作
付
け
面

積
が
ど
の
位
減
少

し
て
い
る
の
か
。

令
和
２
年
度
水
稲

作
付
け
面
積
は
２
，

８
１
３
ha
、
令
和
３
年
度

２
，
７
７
２
ha
と
41�

ha
減

少
し
て
お
り
、
令
和
４
年

度
も
さ
ら
に
減
少
す
る
見

込
み
で
す
。
米
価
低
迷
と

高
収
益
作
物
へ
の
転
換
が

要
因
で
す
。

不
作
付
け
地
の
地
権

者
61
％
が
１
ha
以
下

の
農
家
で
あ
る
。
こ
の
小

規
模
稲
作
農
家
へ
の
支
援

策
が
な
い
の
で
は
な
い
か
。

市
で
は
従
来
か
ら

認
定
農
業
者
、
集

落
営
農
組
織
、
新
規
農
業

答 問

美しい田園風景を守ろう

問答

答

問

答

創 生 会

西
にしわき

脇　秀
ひでたか

隆  議員
�

米
価
下
落
へ
の
支
援
策
は

答

高
収
益
作
物
等
へ
の
作
付

け
転
換
事
業
を
打
ち
出
し

て
い
ま
す
。

日本共産党議員団

問答

カイ

　　　セツ　　

スクールロイヤー：学校で発生するさまざまな問題について子どもの利益を念頭に置き、法律の見地から
　　　　　　　　　学校に助言する弁護士

カイ

　　　セツ　　

カイ

　　　セツ　　

エッセンシャルワーカー：医療関係者、高齢者施設関係者、学校関係者など人々の生活にとって必要不可欠な
　　　　　　　　　　　　労働者

カイ

　　　セツ　　

議
案
の
審
議
結
果

全員賛成で可決した議案
１月臨時会

審議結果

賛否が分かれた議案と審議結果

議　　　案 結 果
賛　

成

反　

対

小
川
庄
策

足
立
嘉
正

酒
井
浩
二

西
脇
秀
隆

西
本
嘉
宏

奥
村
正
行

前
川
進
介

谷
水
雄
一

吉
積　

毅

小
橋
昭
彦

垣
内
廣
明

太
田
一
誠

太
田
喜
一
郎

大
西
ひ
ろ
美

近
藤
憲
生

山
名
隆
衛

渡
辺
秀
幸

広
田
ま
ゆ
み

須
原
弥
生

藤
原　

悟

令和４年度
当初予算

一般会計
原案
可決 17 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ○ ○ ○ ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ○ 議

長

国民健康保険特別会計
事業勘定

原案
可決 17 2 ○ ○ ○ ⃝ ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ○ 議

長

介護保険特別会計保険
事業勘定

原案
可決 17 2 ○ ○ ○ ⃝ ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ○ 議

長

後期高齢者医療特別
会計

原案
可決 17 2 ○ ○ ○ ⃝ ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ○ 議

長

条例改正 国民健康保険税条例
原案
可決 17 2 ○ ○ ○ ⃝ ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ○ 議

長

決議

市有財産公売事務の
調査に関する決議

可決 17 2 ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長

市有財産公売事務の調査
経費の追加に関する決議

可決 17 2 ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長

※ ○は賛成、●は反対、退は退席、 は賛成・反対討論を行った議員。

※ 議長は議事進行を行うため、原則として採決には加わりません。

※ 特別多数議決 特  ：重要な公の施設の廃止など、特に重要な議案については３分の２以上の賛成を必要とし、
　　　　　　　　　   議長も採決に加わります。

議　　　案

承
認

〇 令和３年度一般会計補正予算（第９号）
　 の専決処分

〇 令和３年度国民健康保険特別会計直診
　 勘定補正予算（第２号）の専決処分

議　　　案

人
事
案
件

〇 人権擁護委員の候補者の推薦
　 瀧本 隆章 氏
　 木寺 郁代 氏
　 藤澤 真澄 氏
　 後藤 英之 氏

令
和
４
年
度
当
初
予
算

〇 国民健康保険特別会計直診勘定

〇 訪問看護ステーション特別会計

〇 地方卸売市場特別会計

〇 駐車場特別会計

〇 看護専門学校特別会計

〇 水道事業会計

〇 下水道事業会計

令
和
４
年
度

補
正
予
算

〇 国民健康保険特別会計直診勘定
　 （第１号）

令
和
３
年
度
補
正
予
算

〇 一般会計（第 10 号）

〇 一般会計（第 11 号）

〇 国民健康保険特別会計事業勘定（第４号）

〇 国民健康保険特別会計直診勘定（第３号）

〇 介護保険特別会計保険事業勘定（第３号）

〇 後期高齢者医療特別会計（第３号）

〇 訪問看護ステーション特別会計（第２号）

〇 看護専門学校特別会計（第２号）

３月定例会

議　　　案
令
和
３
年
度

補
正
予
算

〇 駐車場特別会計（第 2 号）

〇 水道事業会計（第２号）

条
例
制
定

〇 国民健康保険青垣診療所医師確保対策
　 就業支度金貸与条例

〇 都市公園法に基づく都市公園の配置及び
　 規模に関する技術的基準を定める条例

条
例
改
正

〇 会計年度任用職員の給与及び費用弁償
　 に関する条例

〇 印鑑条例

〇 手数料条例

〇 消防団員等公務災害補償条例

〇 家庭的保育事業等の設備及び運営に関
　 する基準を定める条例

〇 特定教育・保育施設及び特定地域型保育
　 事業の運営に関する基準を定める条例

〇 コミュニティ・プラント及び農業集落
　 排水処理施設条例

〇 市立歴史民俗資料館条例

〇 職員の育児休業等に関する条例

〇 新型コロナウイルス感染症の影響による
　 国民健康保険税の減免に関する条例

〇 新型コロナウイルス感染症の影響による
　 介護保険料の減免に関する条例

条
例

廃
止 〇 市立休養施設条例 特  

指
定
管
理
者

の
指
定

〇 市民プラザ

〇 市立青垣パラグライダー練習場

そ
の
他

〇 過疎地域持続的発展計画の変更

〇 市有財産の無償譲渡（賀茂神社）

〇 市有財産の無償譲渡（追認）（高座神社）

〇 市立青垣歴史民俗資料館の廃止 特
決
議

〇 ロシアのウクライナ侵攻を非難する
　 決議（P16 参照）

可決
全員賛成で
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コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

大
西
ひ
ろ
美

西
脇
秀
隆

須
原
弥
生

太
田
一
誠

谷
水
雄
一

奥
村
正
行

渡
辺
秀
幸

山
名
隆
衛

太
田
喜
一
郎

広
田
ま
ゆ
み

小
橋
昭
彦

足
立
嘉
正

西
本
嘉
宏

前
川
進
介

小
川
庄
策

吉
積
毅

■代表質問  ■一般質問

取
組
と
な
り
、
市
全
体
の

森
林
整
備
の
促
進
に
寄
与

で
き
ま
す
。
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ

ト
の
継
続
的
な
供
給
の
見

通
し
な
ど
、
購
入
さ
れ
る

企
業
の
ご
意
向
を
確
認
し

な
が
ら
研
究
検
討
し
ま

す
。

市
民
が
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
使

用
で
き
る
機
会
を
増
や
す

た
め
に
保
険
証
と
し
て
利

用
で
き
る
医
療
機
関
を
増

や
す
対
策
が
必
要
だ
。

医
療
機
関
で
利
用

す
る
た
め
に
は
、

顔
認
証
シ
ス
テ
ム
な
ど
整

備
を
要
し
ま
す
。
ミ
ル
ネ

診
療
所
は
４
月
か
ら
運
用

開
始
、
ま
た
令
和
４
年
度

中
に
導
入
さ
れ
る
医
療
機

関
な
ど
も
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

少
人
数
で
専
門
性

が
求
め
ら
れ
る
今
、

明
確
な
採
用
理
由
が
重
要

で
あ
り
、
方
針
や
試
験
の

見
直
し
が
必
要
で
は
な
い

か
。

技
術
や
経
験
の
継

承
が
喫
緊
の
課
題

で
す
。
専
門
的
な
知
識
経

験
を
有
す
る
人
材
確
保
は

民
間
か
ら
の
人
材
登
用
な

ど
、
そ
の
状
況
に
よ
っ
て

必
要
な
見
直
し
を
行
い
な

が
ら
人
材
確
保
に
取
り
組

み
ま
す
。

市
有
林
と
民
有
林

の
整
備
に
カ
ー
ボ

ン
オ
フ
セ
ッ
ト
の
取
組
と

し
て
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度

を
利
用
し
た
整
備
を
資
産

活
用
課
と
農
林
整
備
課
が

連
動
し
て
す
べ
き
だ
。

両
有
林
の
タ
イ

ア
ッ
プ
は
継
続
的

な
森
林
整
備
を
も
可
能
な

答 問問

渡
わたなべ

辺　秀
ひでゆき

幸  議員

�

若
手
団
員
の
確
保
に
苦
慮

し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を

講
じ
、
団
員
確
保
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
将

来
的
に
は
消
防
団
組
織
機

構
の
見
直
し
と
し
て
、
分

団
や
部
の
管
轄
区
域
を
広

域
化
し
出
動
が
迅
速
に
で

き
る
よ
う
、
団
員
、
消
防

車
両
の
配
備
を
見
直
す
こ

と
や
消
防
力
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
住
民
に
よ
る
防

災
体
制
に
つ
き
ま
し
て

は
、
用
途
を
廃
止
し
た
詰

所
を
地
元
自
治
会
へ
譲
渡

し
、
防
災
倉
庫
と
し
て
活

用
い
た
だ
い
て
い
る
例
も

あ
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
自
主
防
災

充
実
強
化
に
向
け
、
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

人
口
減
少
の
中
、

こ
の
先
、
団
員
確

保
も
困
難
に
な
る
見
込
み

で
あ
る
。将
来
を
見
据
え
、

分
団
内
の
統
合
を
行
い
、

団
員
や
消
防
車
両
、
諸
機

材
の
削
減
を
図
る
な
ど
、

思
い
き
っ
た
機
構
改
革
を

行
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

　

ま
た
、
部
の
統
合
に

よ
っ
て
空
い
た
詰
所
に
ユ

ン
ボ
な
ど
を
配
備
し
、
除

雪
や
豪
雨
災
害
な
ど
に
よ

る
土
砂
撤
去
を
行
う
た

め
、
消
防
団
Ｏ
Ｂ
な
ど
の

ま
だ
ま
だ
元
気
な
住
民
に

よ
る
防
災
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

現
在
、
市
の
消
防
団

員
数
は
、
約
千
七
百

名
余
り
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
そ
の
平
均
年
齢
は

年
々
高
く
な
っ
て
お
り
、

答 問

消
防
団
機
構
改
革
と
自
主

防
災
体
制
を

答

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
の

中
、
消
防
力
の
あ
り
方
、
自

主
防
災
強
化
を
検
討
し
ま
す
。

山
や ま な

名　隆
たかえい

衛  議員
�

　

私
（
市
長
）
自
ら
が
声

を
か
け
て
集
ま
っ
て
き
て

く
れ
る
流
れ
が
あ
る
な
ら

ば
、
団
体
設
立
に
前
向
き

に
働
き
か
け
た
い
と
こ
ろ

で
す
。

丹
波
市
文
化
芸
術
推
進

基
本
計
画
の
進
捗
状
況

は
庁
内
検
討
会
議
や

関
係
機
関
と
の
連

携
・
市
民
団
体
と
の
協
働

の
取
組
状
況
は
。

庁
内
検
討
会
議
を

開
催
す
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
計

画
の
各
基
本
目
標
に
対
す

る
取
組
状
況
や
実
績
報

告
の
内
容
を
取
り
ま
と

め
、
管
理
し
て
い
る
状
況

で
す
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を

考
え
た
対
策
も
含
め
な
が

ら
、
本
計
画
の
見
え
る
化

に
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

丹
波
市
文
化
ホ
ー

ル
運
営
団
体
の
組

織
化
を
確
立
し
、
運
営
委

託
実
績
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄

積
し
て
、
指
定
管
理
団
体

へ
移
行
さ
せ
る
体
制
を
令

和
４
年
度
初
期
か
ら
始
め

ま
せ
ん
か
。

高
い
専
門
性
と
経

験
が
必
要
な
文
化

ホ
ー
ル
の
専
門
職
員
を
自

治
体
独
自
で
育
成
し
て
い

く
こ
と
は
困
難
な
状
況
と

言
え
ま
す
。
丹
波
市
な
ら

で
は
の
文
化
ホ
ー
ル
運
営

が
継
続
し
て
実
施
で
き
る

組
織
体
制
を
考
え
て
い
き

ま
す
。

答 問

今
後
の
文
化
ホ
ー
ル
運
営

体
制
は

答

丹
波
市
な
ら
で
は
の
運
営
が

継
続
で
き
る
組
織
体
制
の
構

築
に
努
め
ま
す
。

「和太鼓フェスタ」
（アマチュアアーティスト育成
支援事業）

答

問答

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

奥
おくむら

村　正
まさゆき

行  議員

�

専
門
職
採
用
方
針
の
見
直

し
が
必
要
だ

答

専
門
性
の
高
い
人
材
の
登

用
な
ど
、
必
要
な
人
材
の

確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

ニュートラル

問答

■代表質問

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

須
す は ら

原　弥
や よ い

生  議員

�

紙
お
む
つ
に
つ
い
て
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
仕
組
み
が

確
立
さ
れ
て
い
な
い
現
状

で
は
困
難
と
考
え
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
寄
り
添
う

支
援
と
は

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

生
活
や
産
業
経
済

な
ど
へ
の
影
響
の
格
差
と

回
復
の
格
差
に
ど
う
寄
り

添
い
支
援
す
る
の
か
。

影
響
の
格
差
と
回

復
の
格
差
は
千
差

万
別
と
捉
え
て
お
り
、
各

種
貸
付
金
制
度
の
紹
介
や

給
付
事
業
な
ど
の
申
請
案

内
な
ど
、
細
や
か
な
対
応

で
、
寄
り
添
い
支
援
し
ま

す
。
産
業
経
済
支
援
で
は

地
域
活
性
を
具
現
化
し
た

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

ご
み
減
量
の
た
め
、

家
族
で
何
ら
か
の

減
量
に
取
り
組
む
「
ワ
ン

チ
ャ
レ
ン
ジ
運
動
」
は
で

き
な
い
か
。

　
ま
た
、
子
育
て
・
高
齢

者
世
帯
の
負
担
軽
減
の
た

め
に
、
紙
お
む
つ
に
特
化

し
た
回
収
方
法
や
無
料
回

収
は
で
き
な
い
か
。

取
組
運
動
は
具
体

的
に
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
が
、
市
民
の
方
が

減
量
に
つ
な
が
る
行
動
を

起
こ
せ
る
機
会
を
多
く
つ

く
り
な
が
ら
、
必
要
で
あ

れ
ば
検
討
し
ま
す
。

答 問

市
民
総
が
か
り
の
ご
み

減
量
の
取
組
は

答

施
策
を
積
み
重
ね
、
市
民

の
皆
様
と
目
標
を
達
成
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

太
お お た

田　一
いっせい

誠  議員

国
・
県
と
連
携
し
た
施
策

展
開
が
で
き
な
い
か
。

青
垣
地
域
が
、
他

の
地
域
の
モ
デ
ル

と
な
る
よ
う
取
り
組
み
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
国

や
県
と
の
連
携
は
必
要
と

考
え
ま
す
。

財
政
運
営
に
つ
い
て

10
年
前
か
ら
比
較

し
、
税
収
が
ど
の

よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
今

後
の
人
口
減
少
化
に
伴

い
、
財
政
運
営
を
い
か
に

考
え
る
の
か
。

10
年
前
と
は
収
入

の
状
況
が
大
き
く

変
わ
り
、
生
産
年
齢
人
口

が
減
少
し
税
収
の
減
を
見

込
む
中
、
行
革
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
を
進
め
て
い
く

こ
と
で
、
収
入
に
見
合
っ

た
予
算
規
模
に
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

市
政
運
営
方
針
に
つ
い
て

市
全
体
の
人
口
政

策
は
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

自
然
増
は
子
育
て

支
援
施
策
を
、
社

会
増
は
新
た
な
住
ま
い
の

区
域
の
形
成
な
ど
を
基
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
た
、

丹
波
市
ふ
る
さ
と
移
住
促

進
方
針
に
沿
っ
て
取
り
組

み
ま
す
。

来
年
度
、
山
南
地

域
も
過
疎
地
域
に

指
定
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
が
、
周
辺
地
域
の
人
口

減
少
問
題
を
周
辺
他
市
や

答 問

谷
たにみず

水　雄
ゆういち

一  議員

教
育
長
方
針
に
あ

る
通
学
路
の
安
全

対
策
強
化
と
は
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
の
要
望
・
危
険

箇
所
へ
の
対
応
は
。

交
通
安
全
教
室
の

強
化
や
指
定
通
学

路
の
見
直
し
に
つ
い
て
も

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

両
面
に
お
い
て
、
で
き
る

所
か
ら
順
次
着
手
し
て
い

き
ま
す
。

庁
舎
の
在
り
方
、
国

道
１
７
５
号
線
な

ど
方
向
性
を
決
め
る
こ
と

な
く
、
総
合
計
画
を
ど
う

や
っ
て
作
る
の
か
。

現
状
と
課
題
を
整

理
し
、
現
行
計
画

の
評
価
・
検
証
を
行
う
中

で
計
画
策
定
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
新
庁
舎
に
関
し

て
は
、
市
長
の
今
任
期
中

は
凍
結
の
方
向
に
変
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。
説
明
の

時
期
に
つ
い
て
は
決
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
。
将
来
、
改

め
て
説
明
し
ま
す
。

現
金
交
付
施
策
へ

の
市
長
の
思
い
は
。

単
に
給
付
を
目
的

と
し
た
バ
ラ
マ
キ

施
策
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
帰
っ
て
こ
い
よ
」
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
、

人
口
増
の
好
循
環
を
生
み

出
す
奨
励
策
と
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

答 問問答

問

問答

公 明 党
�

人
口
減
少
が
顕
著
な
周
辺

地
域
へ
の
対
策
は

答

有
利
な
財
源
を
活
用
し
地

域
の
特
色
を
活
か
し
た
人

口
増
策
を
行
い
ま
す
。

新 風 ク ラ ブ

�

現
状
、
丹
波
市
総
合
計
画

は
作
れ
る
の
か

答

各
種
計
画
と
の
整
合
性
を

図
り
な
が
ら
計
画
策
定
に

つ
な
げ
ま
す
。

丹 新 会

問答

答

問答

紙おむつの無料回収を！

定住の進んだ街の様子

丹波市の主な各種計画
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コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

大
西
ひ
ろ
美

西
脇
秀
隆

須
原
弥
生

太
田
一
誠

谷
水
雄
一

奥
村
正
行

渡
辺
秀
幸

山
名
隆
衛

太
田
喜
一
郎

広
田
ま
ゆ
み

小
橋
昭
彦

足
立
嘉
正

西
本
嘉
宏

前
川
進
介

小
川
庄
策

吉
積
毅

■一般質問

足
あ だ ち

立　嘉
よしまさ

正  議員

�

て
い
る
駅
南
県
特
定
用
地

の
利
活
用
等
に
関
す
る
検

討
会
で
積
極
的
に
議
論
に

加
わ
り
、
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

歴
史
あ
る
旧
柏
原

支
所
建
物
の
今
後

の
活
用
方
法
は
。

旧
柏
原
支
所
活
用

協
議
会
か
ら
い
た

だ
い
た
提
案
を
最
大
限
尊

重
し
た
い
と
考
え
て
お

り
、
提
案
の
実
現
に
向
け

検
討
を
始
め
ま
す
。

現
柏
原
支
所
の
窓

口
業
務
環
境
の
改

善
と
来
庁
者
が
迷
わ
ず
に

行
け
る
支
所
へ
の
誘
導
看

板
な
ど
の
整
備
を
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
へ

の
不
満
を
で
き
る

だ
け
感
じ
さ
せ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
引
き
続
き
、
来

庁
者
の
利
便
性
の
向
上
と

職
場
環
境
の
改
善
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

柏
原
赤
十
字
病
院

移
転
跡
地
の
活
用

計
画
は
。

現
時
点
に
お
い
て

恒
久
的
な
利
活
用

計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

今
後
市
独
自
の
調
査
の
実

施
や
県
が
計
画
さ
れ
て
い

る
駅
南
県
特
定
用
地
の
利

活
用
等
に
関
す
る
検
討
会

の
検
討
状
況
も
参
考
に
慎

重
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

住
み
た
く
な
る
街
の
賑

わ
い
創
出
を

丹
波
市
の
玄
関
口

と
し
て
の
Ｊ
Ｒ
柏

原
駅
周
辺
の
整
備
計
画
は

継
続
し
て
い
る
の
か
。

中
心
市
街
地
活
性

化
事
業
が
終
了
し
、

こ
の
地
区
に
特
化
し
た
取

組
は
現
在
あ
り
ま
せ
ん

が
、
引
き
続
き
街
並
み
や

景
観
を
向
上
さ
せ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
県
が
計
画
さ
れ

答 問

日
赤
病
院
移
転
跡
地
の
活
用

計
画
は

答

現
在
、
市
の
計
画
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
今
後
慎
重
に
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

問

西
にしもと

本　嘉
よしひろ

宏  議員

�

ボ
ン
シ
テ
ィ
ー
宣
言
」
に

つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

加
齢
性
難
聴
者
へ
の

補
聴
器
購
入
助
成
に

つ
い
て高

齢
者
や
障
が
い

者
の
社
会
参
加
を

促
す
た
め
、
身
体
障
が
い

者
と
認
定
さ
れ
な
い
中

度
、
軽
度
の
加
齢
性
難
聴

者
へ
の
補
聴
器
購
入
助
成

を
検
討
で
き
な
い
か
。

３
年
間
で
市
内
82

名
の
聴
覚
障
が
い

者
が
助
成
を
受
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
兵
庫
県
で
も
、
身
体
障

が
い
者
と
認
定
さ
れ
な
い

加
齢
性
難
聴
者
へ
一
定
の

要
件
を
設
け
、
上
限
２
万

円
の
購
入
補
助
を
検
討
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
丹
波
市

と
し
て
も
県
の
調
査
状
況

を
注
視
し
な
が
ら
対
応
を

考
え
ま
す
。

グ
ラ
ス
ゴ
ー
気
候

合
意
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
）

や
政
府
の
方
針
を
ふ

ま
え
、
市
と
し
て
の
「
地

球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
」（
区
域
施
策
編
）
の

策
定
や
「
気
候
非
常
事
態

宣
言
」
な
ど
行
い
、
温
暖

化
対
策
を
進
め
る
よ
う
求

め
る
。政

府
も
「
地
球
温

暖
化
対
策
計
画
」

を
改
定
し
、
２
０
３
０
年

ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
を

46
％
削
減
に
向
け
た
方
針

が
確
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

丹
波
市
に
お
い
て
も
、

市
民
に
と
っ
て
取
り
組
み

や
す
く
、
分
か
り
や
す
い

目
標
が
必
要
と
考
え
て
お

り
、「
実
行
計
画
区
域
施

策
編
」
の
策
定
を
検
討
し

ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
計
画
に
合

わ
せ
て
、「
気
候
非
常
事

態
宣
言
」
や
「
ゼ
ロ
カ
ー

答

答

問

気
候
危
機
対
策
と
非
常
事
態

宣
言
を

答

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削

減
に
む
け
た
計
画
策
定
と
非

常
事
態
宣
言
を
検
討
し
ま
す
。

前
まえがわ

川　進
しんすけ

介  議員
�

丹
波
市
役
所
ゆ
め
タ
ウ

ン
支
所
の
開
設
を

ゆ
め
タ
ウ
ン
は
多

く
の
丹
波
市
民
が

活
用
し
て
お
り
、
氷
上
支

所
の
機
能
を
移
転
し
た
ゆ

め
タ
ウ
ン
支
所
を
開
設
す

れ
ば
、
市
民
の
利
便
性
が

向
上
し
な
い
か
？

本
庁
舎
内
に
あ
る

氷
上
支
所
は
、
庁

舎
内
に
市
民
課
な
ど
の
機

能
が
あ
る
た
め
に
最
小
限

ま
で
ス
リ
ム
化
が
で
き
て

い
ま
す
。
し
か
し
移
転
す

る
と
、
移
転
先
に
お
い
て

そ
れ
ら
本
庁
舎
機
能
を
担

う
た
め
の
職
員
が
必
要
と

な
り
、
ス
リ
ム
化
に
逆
行

す
る
た
め
、
移
転
は
で
き

ま
せ
ん
。
た
だ
、
市
役
所

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す

る
観
点
か
ら
、
市
民
の
利

便
性
の
向
上
を
図
る
た
め

に
、
住
民
票
を
発
行
す
る

端
末
な
ど
の
設
置
は
検
討

す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

令
和
元
年
度
か
ら

氷
上
中
学
校
で
は
、

学
力
を
向
上
さ
せ
定
着
さ

せ
る
た
め
に
中
間
テ
ス
ト

を
廃
止
し
た
。
そ
の
「
テ

ス
ト
改
革
」
に
よ
っ
て
実

際
に
生
徒
の
学
力
が
向
上

し
定
着
し
た
の
か
？

廃
止
前
の
平
成
30

年
度
と
令
和
３
年

度
と
を
比
べ
る
と
、
国
語

も
数
学
も
成
績
が
向
上
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
学
習
に

対
す
る
自
主
性
が
向
上
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
得

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
結
果
は
、
中
間
テ
ス
ト

を
廃
止
し
た
こ
と
に
よ
り

教
員
の
負
担
が
減
り
、
そ

の
分
生
徒
の
個
別
対
応
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
も
要
因
の
一
つ
と
考
え

ま
す
。

答 問

氷
上
中
の
中
間
テ
ス
ト
廃
止

の
成
果
は
？

答

廃
止
前
と
比
べ
生
徒
の
成
績

は
上
が
り
、
学
習
の
自
主
性

も
上
が
り
ま
し
た
。

答

問答

問答

問

カイ

　　　セツ　　

グラスゴー気候合意（COP26）：2021 年 10 月、イギリスのグラスゴーで開かれた「国連気候変動
　　　　　　　　　　　　　　　枠組条約第 26 回締約国会議」で１．５℃削減目標が正式に合意された。

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

カイ

　　　セツ　　

問答

市
島
支
所
複
合
計
画
に

つ
い
て

　
　
市
島
支
所
複
合
計
画

　
　
に
お
け
る
地
元
協
議

■一般質問

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

太
お お た

田喜
き い ち ろ う

一郎  議員

�

な
ど
は
十
分
で
き
て
い
る

の
か
。地

元
な
ど
か
ら
社

会
福
祉
協
議
会
市

島
支
所
が
入
居
で
き
な
い

か
と
の
要
望
が
あ
り
ま
す

が
、
新
施
設
は
必
要
最
小

限
の
規
模
に
す
る
計
画
で

社
会
福
祉
協
議
会
の
入
居

は
難
し
い
で
す
。

丹
波
市
ま
ち
づ
く

り
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、

施
設
の
複
合
化
に
つ
い
て

住
民
セ
ン
タ
ー
、図
書
館
、

体
育
館
、
貸
館
、
コ
ン
ビ

ニ
な
ど
併
設
の
イ
メ
ー
ジ

が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
こ

は
長
期
的
視
点
に
立
ち
、

計
画
の
見
直
し
が
必
要
と

思
う
が
ど
う
か
。

老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
現
市
島
支
所

の
安
全
面
を
考
慮
し
て
予

定
し
て
い
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
進
め
ま
す
。

歌
道
谷
多
目
的
用

地
は
工
業
団
地
に
、

柏
原
駅
南
県
有
地
は
他
の

利
活
用
へ
と
新
庁
舎
建
設

候
補
地
は
絞
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
第
３
次
総
合

計
画
の
策
定
も
進
め
る

中
、
新
庁
舎
の
位
置
づ
け

は
重
要
で
あ
り
議
論
の
凍

結
を
解
凍
し
て
は
ど
う

か
。

市
長
の
今
任
期
中

は
凍
結
し
ま
す
。

答 問

（
仮
称
）
新
庁
舎
建
設
検
討
委

員
会
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

答

今
す
ぐ
で
は
な
い
が
幅
広
い

市
民
の
意
見
を
徴
す
る
方
法

と
し
て
検
討
し
ま
す
。

現時点では新庁舎候補地から
外れた柏原駅南県有地（２ha）

問

広
ひ ろ た

田まゆみ  議員

�

て
い
ま
す
。

官
民
協
働
で
環
境
循
環

型
社
会
の
実
現
を

官
民
協
働
の
視
点

が
重
要
と
考
え
る

が
、丹
波
市
の
考
え
方
は
。

環
境
循
環
型
社
会

を
目
指
す
視
点
は

非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
そ
の
視
点
を
持

ち
な
が
ら
、
企
業
、
教
育

機
関
と
の
連
携
を
模
索
し

な
が
ら
施
策
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
。

Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｙ

先
生

を
育
て
て
ほ
し
い
。

患
者
や
家
族
か
ら

の
暴
言
・
暴
力
が

医
療
従
事
者
や
訪
問
看
護

師
・
訪
問
介
護
者
を
悩
ま

せ
、
疲
弊
さ
せ
る
と
い
う

事
実
は
知
ら
れ
て
い
な

い
。
医
療
や
介
護
に
従
事

す
る
市
民
を
守
る
た
め
、

「
医
療
現
場
や
訪
問
看
護・

訪
問
介
護
で
の
暴
力
・
暴

言
を
許
さ
な
い
市
条
例
」

の
制
定
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。医

療
や
介
護
を
必

要
と
す
る
人
が
増

加
す
る
中
で
、
適
切
で
安

定
的
な
医
療
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
つ
な
が

り
、
利
用
者
な
ど
か
ら
の

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
防
ぐ
こ

と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
条
例
制
定
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
引

き
続
き
医
療
と
介
護
の
従

事
者
が
安
心
し
て
働
け
る

環
境
を
整
え
た
い
と
考
え

答 問

医
療
・
介
護
者
を
守
る
条
例

の
制
定
を
！

答

医
療
と
介
護
の
従
事
者
が
安

心
し
て
働
け
る
環
境
を
整
え

て
ま
い
り
ま
す
。

小
こ ば し

橋　昭
あきひこ

彦  議員

�

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
系

ご
み
袋
に
つ
い
て

は
値
下
げ
を
し
た
と
こ
ろ

で
す
の
で
、
排
出
状
況
を

注
視
し
な
が
ら
廃
止
を
含

め
、検
討
を
継
続
し
ま
す
。

プ
ラ
製
品
に
つ
い
て
は
、

分
別
収
集
の
実
施
に
向
け

て
必
要
な
施
設
の
機
能
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

剪
定
枝
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

事
業
者
か
ら
の
受
入

れ
状
況
の
効
果
を
検

証
し
な
が
ら
、
一
般
家
庭

か
ら
の
受
入
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

子
育
て
世
帯
や
介

護
に
携
わ
る
世
帯

で
は
紙
お
む
つ
の
負
担
が

大
き
い
。
市
民
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
無
料
で
回
収
し
て

は
ど
う
か
。

リ
サ
イ
ク
ル
と

セ
ッ
ト
で
検
討
し

て
い
く
こ
と
が
基
本
と
考

え
て
い
ま
す
。
自
前
の
再

生
処
理
施
設
が
必
要
と
考

え
ら
れ
、
現
段
階
で
は
困

難
で
す
。

環
境
省
で
も
紙
お

む
つ
再
生
の
検
討

が
進
ん
で
い
る
が
。

情
報
は
キ
ャ
ッ
チ

し
、
今
後
と
も
研
究

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
袋
の
無

料
化
の
予
定
、
ま
た
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
使
用
製
品
の
分

別
回
収
に
向
け
て
の
準
備

状
況
は
？

答 問

紙
お
む
つ
無
料
回
収
で
子
育

て
支
援
を

答

リ
サ
イ
ク
ル
と
セ
ッ
ト
と
考

え
て
お
り
、
現
段
階
で
は
困

難
で
す
。

問

答

答

答

答

問

問

「伊賀市ホーム
ページより」

（右のマーク：
  本来は虹色）
虹色のアイテムが
ALLY の証です。

カイ

　　　セツ　　
ALLY（アライ）：LGBT を理解し支援する考えをもつ人のこと。

問答問

答

環境省でもガイドラインを発表す
るなど紙おむつリサイクルの研究
が進んでいる。

カイ

　　　セツ　　
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コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

大
西
ひ
ろ
美

西
脇
秀
隆

須
原
弥
生

太
田
一
誠

谷
水
雄
一

奥
村
正
行

渡
辺
秀
幸

山
名
隆
衛

太
田
喜
一
郎

広
田
ま
ゆ
み

小
橋
昭
彦

足
立
嘉
正

西
本
嘉
宏

前
川
進
介

小
川
庄
策

吉
積
毅

　高校生のアイデアでスタートした「知っ

てる !? ギカイクイズ」今回で９回目です。

議員や市議会のことを知る良い機会ですの

で、ぜひ皆さんで考えてみてください♪

ギカイギカイクイズクイズ
知ってる !?

※答えは 18 ページの一番下

　【問　題】

　選
せんきょ

挙で選
えら

ばれた市
し み ん

民の代
だいひょう

表（議
ぎ い ん

員）が

　集
あつ

まって、市
し

の仕
し ご と

事やお金
かね

の使
つか

い

　途
みち

などを決
き

めているところは？

　①　国
こっかい

会

　②　生
せ い と か い

徒会

　③　市
し ぎ か い

議会

　④　自
じ ち か い

治会

議員も日々、学んでいます。

　丹波市では議員力向上のため、年に数回、

議員研修会を実施しています。

　本年度２回目となる今回は、丹波篠山市

議会と合同で大正大学社会共生学部教授の

江藤俊昭先生に「『適正』な議員定数・報酬

の決定方法（考え方）」と題してオンライン

でご講演いただきました。

　講演では、「議員定数削減が当たり前とす

る風潮があるが、民主主義の議決機関（市

議会）は多様な意見を出し合い議論する必

要がある。人数を減らすべきは効率性が求

められる執行機関（市当局）だ。」という主

旨の考え方を教わるなど、現在、「議員定数・

報酬等調査特別委員会」を設置している丹

波市議会にとって、大変貴重な学びを得る

ことができました。

議 員 研 修

オンラインで
研 修 を 受 講
す る 議 員

（本庁第２庁
舎にて）

本 会 議 や 委 員 会 の 視 聴 は
パソコン・スマホが便利♪

ネット中継

　市議会では、本会議や委員会の様子をイ

ンターネットでライブ中継しています。

　普段忙しくて傍聴に来ることができない

方は、パソコン・スマホでご視聴ください。

　録画映像も公開しておりますので、見逃

した方もご覧になれます。

丹波市議会　インターネット中継

　令和４年２月９日の民生産建常任委員会

において、丹波市農業委員会と懇談会を実

施しました。丹波市農業委員会からは８名

の方にご参加いただきました。

　今回は、「地域ぐるみで農業を盛り上げて

いくにためには」をテーマとしてグループ

で意見交換を行いました。

　丹波市の農業の現状や課題を知り、有意

義な懇談ができました。

丹波市農業委員会との懇談会の様子

農業委員会との懇談会

３月定例会から
映像がきれいに
なっています！

小
お が わ

川　庄
しょうさく

策  議員

�

る
地
域
を
走
る
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
を
結
ぶ
乗
継
場

所
で
す
が
、
基
本
的
な
役

割
に
加
え
て
、
普
通
タ
ク

シ
ー
と
の
乗
り
継
ぎ
利
用

や
バ
ス
停
の
近
く
に
設
置

で
き
れ
ば
、
路
線
バ
ス
と

の
乗
り
継
ぎ
の
結
節
点
に

も
な
る
と
考
え
ま
す
。

　
現
在
市
内
に
は
、
２
か

所
（
青
垣
地
域
と
氷
上
地

域
・
市
島
地
域
と
春
日
地

域
の
両
地
域
境
）で
す
が
、

他
の
地
域
境
に
お
い
て
も

関
係
機
関
と
協
議
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

原
油
高
騰
に
よ
る
市

内
事
業
者
の
動
向

並
び
に
下
支
え
す
る
支
援

策
は
ど
う
か
。

農
業
関
係
に
お
け

る
施
設
園
芸
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
、

本
年
度
の
利
用
者
は
な

い
と
把
握
し
て
い
ま
す

が
、
丹
波
市
に
お
い
て

は
、
先
行
き
不
透
明
な
状

況
の
中
、
安
定
的
な
事
業

継
続
を
す
る
う
え
で
円
滑

な
資
金
繰
り
確
保
に
向
け

た
「
丹
波
市
中
小
企
業
資

金
融
資
制
度
」
の
信
用
保

証
料
補
助
の
割
合
を
令
和

４
年
度
は
３
分
の
１
か
ら

２
分
の
１
へ
引
き
上
げ
ま

す
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
乗
継
所
の
役

割
と
設
置
状
況
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

乗
継
所
の
基
本
的

な
役
割
は
、
異
な

答 問

燃
料
高
騰
へ
の
事
業
者
支
援

策
は

答

信
用
保
証
料
に
対
す
る
市
の

補
助
を
１
／
３
か
ら
１
／
２

へ
引
き
上
げ
ま
す
。

問答

■一般質問

青垣地域と氷上地域の地域境に
設置された乗継所

　
ロ
シ
ア
軍
は
、
２
月
24
日
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
侵
攻
し
た
。

　
こ
れ
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
と
領
土
の

侵
害
で
あ
り
、
国
際
法
違
反
で
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
、
国
際
秩
序
に
対
す
る
深
刻
な
脅

威
で
あ
り
断
じ
て
容
認
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
今
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
対

す
る
非
難
の
声
は
、
全
世
界
に
ひ
ろ
が
っ
て

い
る
。

　
丹
波
市
議
会
は
、
ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻
と

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
侵
害
に
対
し
て
厳
重
に

抗
議
し
、
国
際
間
の
秩
序
と
対
話
に
よ
る
世

界
平
和
の
実
現
を
希
求
す
る
。

　
政
府
に
お
い
て
は
、
国
際
社
会
と
連
携
し

あ
ら
ゆ
る
外
交
努
力
に
よ
っ
て
、
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
無
条
件
即
時
撤
退
に
全

力
を
尽
く
す
こ
と
を
強
く
要
請
す
る
。

　
以
上
、
決
議
す
る
。

　
　
令
和
４
年
３
月
３
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丹 

波 

市 

議 

会

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を

非
難
す
る
決
議

	 		 	

	 		 	

	
	

	
	

	 		 	可  決
決　議

賛 成 全 員

吉
よしづみ

積　毅
つよし

  議員

�

て
い
く
こ
と
が
課
題
と
考

え
て
い
ま
す
。
ト
レ
イ
ル

ラ
ン
は
メ
デ
ィ
ア
に
よ
り

丹
波
市
の
自
然
や
美
し
い

名
峰
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ

き
、
今
後
は
市
と
し
て
協

力
で
き
る
こ
と
を
考
え
て

い
き
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
状
況
は

デ
ジ
タ
ル
市
役
所

の
推
進
は
進
ん
で

い
る
か
。
デ
ジ
タ
ル
化
専

門
職
員
育
成
は
ど
の
よ
う

に
進
め
ら
れ
て
い
る
か
。

デ
ジ
タ
ル
推
進
本

部
を
設
置
し
、
定

型
型
事
務
な
ど
の
自
動
化

や
働
き
方
改
革
を
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
丹
波
市

Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
の
策
定
を

進
め
る
と
共
に
、
能
力
や

専
門
性
に
応
じ
た
デ
ジ
タ

ル
知
識
の
向
上
や
研
修
に

よ
り
、
人
材
育
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。

女
子
野
球
タ
ウ
ン

を
廃
校
施
設
や
「
や

す
ら
樹
」
な
ど
宿
泊
可
能

な
施
設
と
練
習
場
を
活
用

し
て
市
内
全
域
で
推
進
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト

レ
イ
ル
な
ど
を
支
援
し
て

魅
力
発
信
が
必
要
で
は
な

い
か
。「女

子
野
球
の
聖
地

丹
波
市
」
を
市
内

外
に
発
信
し
合
宿
誘
致
な

ど
や
新
た
な
収
益
構
造
に

つ
な
げ
る
た
め
に
も
、
そ

の
す
そ
野
を
地
域
に
広
げ

答 問

地
域
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

設
置
を

答

交
流
人
口
の
増
加
や
経
済
循

環
が
期
待
で
き
ま
す
の
で
研

究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問答

全国高等学校女子硬式野球選手
権大会  決勝戦（阪神甲子園球場）

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。たんばりんぐ　　　2022 . 4　69 号たんばりんぐ　　　2022 . 4　69 号17 たんばりんぐ　　　2022 . 4　69 号たんばりんぐ　　　2022 . 4　69 号 16



明るい・楽しい
話題を作って
ほしい

３
月
議
会
っ
て

ト
ク
ベ
ツ
！

３
月
議
会
っ
て

ト
ク
ベ
ツ
！

３
月
議
会
っ
て

ト
ク
ベ
ツ
！

ギ
ロ
ン
の
論
点

議
会
ワ
ー
ド

審
議
結
果

一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

一
般
質
問

お
知
ら
せ

市
民
と
の

意
見
交
換
会

日 月 火 水 木 金 土
5/29 30 31

本会議
議案提案
9：30～

6/1 ２ ３ ４

５ ６ ７
本会議
一般質問
（個人）
９：00～

８
本会議
一般質問
（個人）
９：00～

９
本会議
一般質問
（個人）
９：00～

10 11

12 13 14 15
本会議
議案質疑
委員会付託
９：30～

16 17 18

19 20
総務文教
常任委員会
９：30～

21
民生産建
常任委員会
９：30～

22
予算決算
常任委員会
９：30～

23
常任委員会
予備日（PM）

24 25

26 27
本会議
議案採決
９：30～

28 29 30 7/1 ２

６月定例会の日程

＊上記の日程は変更になる場合があります。

　最新の情報はホームページなどでご確認ください。

ＦＭ８０５たんば 
「 議員さん こんにちは ! 」で
「 たんばりんぐ 」情報発信中！

　議会をもっと身近に

４月 26 日（火）

午後８時 30 分～

※再放送は

４月 30 日（土）

午後３時 30 分～

放送日放送日

　今月号の表紙は、兵庫県立氷上西高
等学校美術部の皆さんにご協力いただ
きました。

【二森 楓歌さん（作者）からのコメント】
　テーマは「ワクワク　桜の木の下」。
　春らしい、ほんわかした雰囲気を出
しました。またいつか、みんなでマス
クなしで気持ちいい春を過ごすことが
できればいいなと思いました。
　たんばりんぐの制作期間と検定試験
や卒業生へのイラストの制作、学年末
考査などが重なったため大変でした。

 表紙の紹介 

市や議会に
市や議会に

期待していること
期待していること

※ ギカイクイズの答えは ③ です。

https://www.facebook.com/tamba.gikai/

フェイスブックでも
　　市議会情報を発信中

　丹波市議会では、本会議

や委員会の日程のほか、市議

会からのお知らせをフェイス

ブックでも配信しています。

交通の便を
良くして
ほしい

いろいろな
世代の人と
交流したい

高校生が
遊べる場所を
増やしてほしい

人を呼べるまちに
なったらいいな

議
員
と
話
そ
う
、
丹
波
市
の
こ
れ
か
ら

市民との市民との 意
見
交
換
会

意
見
交
換
会

月月５月 16 日５月 16 日

［ 氷上会場 ］
生郷交流会館

午後７時～

議会議会とと

 ① ～ ⑥ の事項を５月 11 日（水）午後５時までに
ikenkoukankai@city.tamba.lg.jp
のアドレスへメールでお申込みください。
①�氏名　②�年代　③�居住 ( 拠点 ) 地域
④�メールアドレス：URL・ミーティングIDを送るアドレス
⑤�電話番号：当日連絡ができる電話番号
⑥�意見交換したい内容：具体的にご記入ください。

��丹波市議会事務局�
�☎ � 0 795 - 8 2 - 1 472

〇�申込み時に入力されたメールアドレスに開催日の３日前
　�までにZoom参加用の接続URL・ミーティング IDをお
　�送りします。
〇�事前にオンライン会議ツール「Zoom」のインストー
　�ルが必要です。
〇�Zoomの使い方、インターネット環境のサポートはいた
　�しません。
〇�通信料は自己負担となります。

水水５月 18 日５月 18 日

［ 山南会場 ］
和田地域づくりセンター

午後７時～

月月５月 16 日５月 16 日

［ 柏原会場 ］
柏原住民センター

午後７時～

水水５月 18 日５月 18 日

［ 青垣会場 ］
青垣住民センター

午後７時～

木木５月 19日５月 19 日

［ 市島会場 ］
ライフピアいちじま

午後７時～
金金５月 20 日５月 20 日

［ 春日会場 ］
ハートフルかすが

午後７時～

土土５月 21 日５月 21 日

オンライン会議
システム（ Zoom ）

午後７時～

事前申込
不要

オンライン

　以外は

託児を希望される方は
５月 11 日（水）までに
議会事務局までお申込み
ください。【 定員７名 】
�※�費用は無料

託児室あります
　※市民プラザのみ

土土５月 21 日５月 21 日

市民プラザ
【 定員 60 名 】

午後１時 30 分～

意見交換会

オンラインの申込方法

お問い合わせ

　主催者の広報活動、記録のために
録音、撮影をさせていただきます。
　また、広報紙に写真を掲載させて
いただく場合もございますので、あ
らかじめご了承ください。
　参加者による無断録音・撮影は固
くお断りいたします。

参加時の注意事項

途中
退出可

要事前
申込

たんばりんぐ　　　2022 . 4　69 号たんばりんぐ　　　2022 . 4　69 号19 たんばりんぐ　　　2022 . 4　69 号たんばりんぐ　　　2022 . 4　69 号 18



対面７回とオンライン１回、
　　　どこでも参加できます！

市議会＆みなさん

お
でかけ

５５/16 　/16 　～～５５/21/21とき：とき： 月月 土土

たんばりんぐ

詳しくは裏面を詳しくは裏面を
チェック！チェック！意見交換会

議会議会とと

　

寒
い
冬
を
越
し
て
、
春
ら

ん
ま
ん
の
4
月
。
新
一
年
生

を
見
か
け
る
と
、
な
ん
だ
か

ほ
っ
こ
り
し
た
気
持
ち
に

な
り
ま
す
ね
。

　

今
の
社
会
情
勢
は
先
行

き
不
透
明
な
面
も
あ
り
ま

す
が
、
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ

そ
、
笑
顔
で
温
か
い
言
葉
を

掛
け
合
い
な
が
ら
過
ご
し

た
い
も
の
で
す
ね
。

　

こ
の
た
ん
ば
り
ん
ぐ
で

お
知
ら
せ
の
と
お
り
、
議
会

で
は
「
市
民
と
の
意
見
交
換

会
」
を
企
画
中
で
す
。
今
年

は
対
面
で
、
皆
さ
ん
と
お
出

会
い
で
き
ま
す
よ
う
に
！

　

そ
し
て
、
今
後
も
、
た
ん

ば
り
ん
ぐ
を
通
し
て
皆
さ

ん
と
さ
ら
に
つ
な
が
り
、
そ

の
輪
を
幾
重
に
も
広
げ
ら

れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

［
発
行
責
任
者
］

議　

長　
　
　
　

藤
原　

  

悟

［
広
報
広
聴
委
員
会
］

委  

員  

長　
　
　

広
田
ま
ゆ
み

副
委
員
長　
　
　

前
川　

進
介

委　
　

員　
　
　

小
川　

庄
策

委　
　

員　
　
　

西
脇　

秀
隆

委　
　

員　
　
　

谷
水　

雄
一

委　
　

員　
　
　

太
田　

一
誠

委　
　

員　
　
　

須
原　

弥
生

発行：兵庫県丹波市議会　

編集：広報広聴委員会　

〒 669-3692 兵庫県丹波市

氷上町成松字甲賀１番地

TEL　0795-82-1472　

FAX　0795-82-1523　

E-mail：gikai@city.tamba.lg.jp

あ 

と 

が 

き

T A M B A R I N GT A M B A R I N G 6969

市民との意見交換会

あなたの声を

　聴かせてください

２年ぶりに対面でやります！
みなさん、来てくださいね。


